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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外周に懸架装置を構成するナックルに取り付けられる車体取付フランジを一体に有し、
内周に複列の外側転走面が一体に形成された外方部材と、
　一端部に車輪取付フランジを一体に有し、この車輪取付フランジから軸方向に延びる小
径段部が形成されたハブ輪、およびこのハブ輪の小径段部に圧入された少なくとも一つの
内輪からなり、外周に前記複列の外側転走面に対向する複列の内側転走面が形成された内
方部材と、
　この内方部材と前記外方部材の両転走面間に保持器を介して転動自在に収容された複列
の転動体と、
　前記外方部材と内方部材との間に形成される環状空間の開口部に装着されたシールとを
備え、
　前記車体取付フランジとナックルとが突き合わせ状態で、前記外方部材が当該ナックル
にボルトを介して接合され、前記外方部材のインナー側の開口部が前記ナックルによって
閉塞された従動輪側の車輪用軸受装置において、
　前記外方部材の車体取付フランジのインナー側の端部が前記内方部材の端部よりも軸方
向インナー側に突出し、当該車体取付フランジのインナー側の端部内周に、前記シールの
うちインナー側のシールの嵌合面より大径の環状の凹所が形成され、この凹所と外部とを
連通するように、前記車体取付フランジとナックルの接合部にドレーン孔が形成され、こ
のドレーン孔が路面から最も近い側の周方向一箇所に配置されると共に、前記外方部材と
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ナックルとの間に形成される閉塞空間と外部とを連通する空気抜き孔が形成され、この空
気抜き孔が路面から最も遠い側に配置され、当該空気抜き孔と前記ドレーン孔が軸方向同
じ位置に形成されていることを特徴とする車輪用軸受装置。
【請求項２】
　前記車体取付フランジとナックルが、ブレーキを構成するバックプレートを介して接合
され、このバックプレートが鋼鈑からプレス加工によって形成されている請求項１に記載
の車輪用軸受装置。
【請求項３】
　前記ドレーン孔が、前記車体取付フランジの端部に径方向に貫通して形成されている請
求項１または２に記載の車輪用軸受装置。
【請求項４】
　前記ドレーン孔が、前記バックプレートの前記車体取付フランジの端面位置に形成され
、この端面幅よりも前記ドレーン孔の孔径が大径に形成されている請求項２に記載の車輪
用軸受装置。
【請求項５】
　前記空気抜き孔が前記車体取付フランジの端部に径方向に貫通して形成され、その孔径
が前記ドレーン孔よりも小径に形成されている請求項１乃至４いずれかに記載の車輪用軸
受装置。
【請求項６】
　前記空気抜き孔が前記バックプレートに形成され、前記車体取付フランジの端面位置の
路面から最も遠い側に配置されると共に、この端面幅よりも前記空気抜き孔の孔径が大径
に形成されている請求項２乃至４いずれかに記載の車輪用軸受装置。
【請求項７】
　前記車体取付フランジが取り付けられる部材の路面から最も遠い側の周方向一箇所に、
前記車輪の回転速度を検出するための回転速度センサのセンサ取付孔が形成され、このセ
ンサ取付孔と前記回転速度センサとの嵌合部に空気が流通する程度の僅かな隙間が設けら
れている請求項１乃至４いずれかに記載の車輪用軸受装置。
【請求項８】
　前記ナックルの路面から最も近い側に通し孔が形成され、前記バックプレートの路面か
ら最も近い側の周方向一箇所にドレーン孔が形成されると共に、このドレーン孔が前記通
し孔の路面側の縁部に偏って配置され、当該通し孔よりも小径に形成されている請求項２
乃至７いずれかに記載の車輪用軸受装置。
【請求項９】
　前記インナー側のシールが、前記外方部材の端部内周に圧入される芯金、およびこの芯
金に一体に加硫接着され、サイドリップを有するシール部材からなるシール板と、前記内
輪の外径に圧入される円筒部、およびこの円筒部から径方向外方に延びる立板部からなる
スリンガとからなり、断面が略Ｌ字状をなして互いに対向配置されたパックシールで構成
され、前記サイドリップが前記立板部に摺接されると共に、前記バックプレートのドレー
ン孔の位置が前記サイドリップの摺接位置よりも下方に配置されている請求項８に記載の
車輪用軸受装置。
【請求項１０】
　前記インナー側のシールが、前記外方部材の端部内周に圧入される芯金、およびこの芯
金に一体に加硫接着され、サイドリップを有するシール部材からなるシール板と、前記内
輪の外径に圧入される円筒部、およびこの円筒部から径方向外方に延びる立板部からなる
スリンガとからなり、断面が略Ｌ字状をなして互いに対向配置されたパックシールで構成
され、前記サイドリップが前記立板部に摺接されると共に、前記ドレーン孔の位置が、前
記シール板の嵌合面よりも下方に配置されている請求項１乃至９いずれかに記載の車輪用
軸受装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、自動車等の車輪を懸架装置に対して回転自在に支承する車輪用軸受装置、詳
しくは、外方部材の外周にナックルと嵌合するためのパイロット部がなく、ナックルに突
き合わせ状態で、車体取付フランジが接合された従動輪側の車輪用軸受装置に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　自動車等の車輪を懸架装置に対して回転自在に支承する車輪用軸受装置には駆動輪用の
ものと従動輪用のものとがあるが、低コスト化は言うまでもなく、燃費向上のための軽量
・コンパクト化が進んでいる。その従来構造の一例として、図１０に示すような従動輪側
の車輪用軸受装置が知られている。
【０００３】
　この車輪用軸受装置は第３世代と称され、内方部材５１と外方部材６０、および両部材
５１、６０間に転動自在に収容された複列のボール５６、５６とを備えている。内方部材
５１は、ハブ輪５２と、このハブ輪５２に圧入された内輪５３とからなる。
【０００４】
　ハブ輪５２は、アウター側の端部に車輪（図示せず）を取り付けるための車輪取付フラ
ンジ５４を一体に有し、この車輪取付フランジ５４の円周等配位置に車輪を固定するため
のハブボルト５５が植設されている。また、ハブ輪５２の外周には一方の内側転走面５２
ａと、この内側転走面５２ａから軸方向に延びる小径段部５２ｂが形成されている。そし
て、外周に他方の内側転走面５３ａが形成された内輪５３がこの小径段部５２ｂに圧入さ
れ、さらに、小径段部５２ｂの端部を径方向外方に塑性変形させて形成した加締部５２ｃ
により、ハブ輪５２に対して内輪５３が軸方向へ抜けるのを防止している。
【０００５】
　外方部材６０は、外周に車体（図示せず）に取り付けるための車体取付フランジ６０ｂ
を一体に有し、内周に複列の外側転走面６０ａ、６０ａが形成されている。この外方部材
６０と内方部材５１のそれぞれの転走面６０ａ、５２ａと６０ａ、５３ａ間に複列のボー
ル５６、５６が収容され、保持器５７、５７により転動自在に保持されている。また、外
方部材６０と内方部材５１との間に形成される環状空間の開口部にはシール５８、５９が
装着され、軸受内部に封入された潤滑グリースの漏洩と、外部から雨水やダスト等が軸受
内部に侵入するのを防止している。
【０００６】
　ここで、ナックル６１には円板状の底部６１ａが一体に形成され、内方部材５１の内側
端部が閉塞されている。また、外方部材６０の外周にナックル６１と嵌合するためのパイ
ロット部が形成されておらず、ナックル６１に突き合わせ状態で、車体取付フランジ６０
ｂがボルト（図示せず）を介して接合されている。これにより、装置の軽量・コンパクト
化が図れると共に、ナックル６１の剛性・強度を向上させることができる。
【０００７】
　また、内方部材５１と外方部材６０の内側端部がこのナックル６１の底部６１ａによっ
て閉塞されると共に、外方部材６０における路面側となる下方向にドレーン孔６２が形成
され、外方部材６０とナックル６１との間に形成される閉塞空間６３と外部とを連通させ
ている。これにより、車体取付フランジ６０ｂとナックル６１との接合部から雨水やダス
ト等の異物が侵入しても容易に排出することができ、軸受内部への侵入を防止することが
できる。
【特許文献１】特開２００７－２３７７９１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　このような従来の車輪用軸受装置では、外方部材６０にドレーン孔６２が形成されるこ
とにより、車体取付フランジ６０ｂとナックル６１との接合部から侵入した雨水やダスト
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等の異物を排出する構造を備えているが、閉塞空間６３に単にドレーン孔６２を設けるだ
けでは、異物の排出時に閉塞空間６３の内圧が外部の大気圧に対して低くなり、異物が容
易に排出され難い恐れがある。また、このドレーン孔６２を外方部材６０やナックル６１
に形成する工程が増え、コストアップの要因となっていた。
【０００９】
　本発明は、このような従来の問題に鑑みてなされたもので、外方部材の外周にナックル
と嵌合するためのパイロット部がなく、ナックルに突き合わせ状態で、車体取付フランジ
が接合された従動輪側の車輪用軸受装置において、ナックルと外方部材との閉塞空間に異
物が侵入しても、容易に排出ができる構造を備えた車輪用軸受装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　係る目的を達成すべく、本発明のうち請求項１に記載の発明は、外周に懸架装置を構成
するナックルに取り付けられる車体取付フランジを一体に有し、内周に複列の外側転走面
が一体に形成された外方部材と、一端部に車輪取付フランジを一体に有し、この車輪取付
フランジから軸方向に延びる小径段部が形成されたハブ輪、およびこのハブ輪の小径段部
に圧入された少なくとも一つの内輪からなり、外周に前記複列の外側転走面に対向する複
列の内側転走面が形成された内方部材と、この内方部材と前記外方部材の両転走面間に保
持器を介して転動自在に収容された複列の転動体と、前記外方部材と内方部材との間に形
成される環状空間の開口部に装着されたシールとを備え、前記車体取付フランジとナック
ルとが突き合わせ状態で、前記外方部材が当該ナックルにボルトを介して接合され、前記
外方部材のインナー側の開口部が前記ナックルによって閉塞された従動輪側の車輪用軸受
装置において、前記外方部材の車体取付フランジのインナー側の端部が前記内方部材の端
部よりも軸方向インナー側に突出し、当該車体取付フランジのインナー側の端部内周に、
前記シールのうちインナー側のシールの嵌合面より大径の環状の凹所が形成され、この凹
所と外部とを連通するように、前記車体取付フランジとナックルの接合部にドレーン孔が
形成され、このドレーン孔が路面から最も近い側の周方向一箇所に配置されると共に、前
記外方部材とナックルとの間に形成される閉塞空間と外部とを連通する空気抜き孔が形成
され、この空気抜き孔が路面から最も遠い側に配置され、当該空気抜き孔と前記ドレーン
孔が軸方向同じ位置に形成されている。
【００１１】
　このように、車体取付フランジとナックルとが突き合わせ状態で、外方部材がナックル
にボルトを介して接合され、外方部材のインナー側の開口部がナックルによって閉塞され
た内輪回転タイプの従動輪側の車輪用軸受装置において、外方部材の車体取付フランジの
インナー側の端部が内方部材の端部よりも軸方向インナー側に突出し、当該車体取付フラ
ンジのインナー側の端部内周に、シールのうちインナー側のシールの嵌合面より大径の環
状の凹所が形成され、この凹所と外部とを連通するように、車体取付フランジとナックル
の接合部にドレーン孔が形成され、このドレーン孔が路面から最も近い側の周方向一箇所
に配置されると共に、外方部材とナックルとの間に形成される閉塞空間と外部とを連通す
る空気抜き孔が形成され、この空気抜き孔が路面から最も遠い側に配置され、当該空気抜
き孔とドレーン孔が軸方向同じ位置に形成されているので、ドレーン孔から異物が閉塞空
間に雨水やダスト等の異物が侵入するのを防止すると共に、車体取付フランジとナックル
との接合部から異物が侵入しても、空気抜き孔によって閉塞空間の内圧が常に大気圧とな
り、閉塞空間に異物が残留することなくドレーン孔から容易に排出することができる。
【００１２】
　また、請求項２に記載の発明のように、前記車体取付フランジとナックルが、ブレーキ
を構成するバックプレートを介して接合され、このバックプレートが鋼鈑からプレス加工
によって形成されていても良い。
【００１３】
　また、請求項３に記載の発明のように、前記ドレーン孔が、前記車体取付フランジの端
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部に径方向に貫通して形成されていても良い。
【００１４】
　また、請求項４に記載の発明のように、前記ドレーン孔が、前記バックプレートの前記
車体取付フランジの端面位置に形成され、この端面幅よりも前記ドレーン孔の孔径が大径
に形成されていても良い。これにより、バックプレートのプレス加工時に同時に形成され
ているため、機械加工による追加工が不要となって低コスト化を図ることができる。
【００１５】
　また、請求項５に記載の発明のように、前記空気抜き孔が前記車体取付フランジの端部
に径方向に貫通して形成され、その孔径が前記ドレーン孔よりも小径に形成されていれば
、空気抜き孔から雨水やダスト等の異物が内部に侵入するのを最小限に抑えることができ
る。
【００１６】
　また、請求項６に記載の発明のように、前記空気抜き孔が前記バックプレートに形成さ
れ、前記車体取付フランジの端面位置の路面から最も遠い側に配置されると共に、この端
面幅よりも前記空気抜き孔の孔径が大径に形成されていても良い。
【００１７】
　また、請求項７に記載の発明のように、前記車体取付フランジが取り付けられる部材の
路面から最も遠い側の周方向一箇所に、前記車輪の回転速度を検出するための回転速度セ
ンサのセンサ取付孔が形成され、このセンサ取付孔と前記回転速度センサとの嵌合部に空
気が流通する程度の僅かな隙間が設けられていれば、車体取付フランジとの接合部から異
物が侵入しても、嵌合部の隙間によって閉塞空間の内圧が常に大気圧となり、閉塞空間に
異物が残留することなくドレーン孔から容易に排出することができる。
【００１８】
　また、請求項８に記載の発明のように、前記ナックルの路面から最も近い側に通し孔が
形成され、前記バックプレートの路面から最も近い側の周方向一箇所にドレーン孔が形成
されると共に、このドレーン孔が前記通し孔の路面側の縁部に偏って配置され、当該通し
孔よりも小径に形成されていれば、外部から侵入した雨水やダスト等の異物が重力によっ
て下方に流動し、ドレーン孔から外部に排出される際、ドレーン孔の上方に空気通路が形
成され、実質的に閉塞空間と外部とを連通することができる。したがって、外部の大気圧
の影響を受けず、異物はこのドレーン孔から通し孔を介して外部に容易に排出されること
ができる。
【００１９】
　また、請求項９に記載の発明のように、前記インナー側のシールが、前記外方部材の端
部内周に圧入される芯金、およびこの芯金に一体に加硫接着され、サイドリップを有する
シール部材からなるシール板と、前記内輪の外径に圧入される円筒部、およびこの円筒部
から径方向外方に延びる立板部からなるスリンガとからなり、断面が略Ｌ字状をなして互
いに対向配置されたパックシールで構成され、前記サイドリップが前記立板部に摺接され
ると共に、前記バックプレートのドレーン孔の位置が前記サイドリップの摺接位置よりも
下方に配置されていれば、雨水やダスト等の異物がシールのラビリンス隙間より侵入した
としてもサイドリップの摺接位置までは到達せず、異物はこのドレーン孔を通して外部に
排出される。したがって、密封性を向上させると共に、シールの耐久性を高めることがで
きる。
【００２０】
　また、請求項１０に記載の発明のように、前記インナー側のシールが、前記外方部材の
端部内周に圧入される芯金、およびこの芯金に一体に加硫接着され、サイドリップを有す
るシール部材からなるシール板と、前記内輪の外径に圧入される円筒部、およびこの円筒
部から径方向外方に延びる立板部からなるスリンガとからなり、断面が略Ｌ字状をなして
互いに対向配置されたパックシールで構成され、前記サイドリップが前記立板部に摺接さ
れると共に、前記ドレーン孔の位置が、前記シール板の嵌合面よりも下方に配置されてい
れば、雨水やダスト等の異物がシールのラビリンス隙間から侵入するのを防止することが
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でき、異物はこのドレーン孔を通して外部に排出される。したがって、密封性をさらに向
上させると共に、シールの耐久性を一層高めることができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明に係る車輪用軸受装置は、外周に懸架装置を構成するナックルに取り付けられる
車体取付フランジを一体に有し、内周に複列の外側転走面が一体に形成された外方部材と
、一端部に車輪取付フランジを一体に有し、この車輪取付フランジから軸方向に延びる小
径段部が形成されたハブ輪、およびこのハブ輪の小径段部に圧入された少なくとも一つの
内輪からなり、外周に前記複列の外側転走面に対向する複列の内側転走面が形成された内
方部材と、この内方部材と前記外方部材の両転走面間に保持器を介して転動自在に収容さ
れた複列の転動体と、前記外方部材と内方部材との間に形成される環状空間の開口部に装
着されたシールとを備え、前記車体取付フランジとナックルとが突き合わせ状態で、前記
外方部材が当該ナックルにボルトを介して接合され、前記外方部材のインナー側の開口部
が前記ナックルによって閉塞された従動輪側の車輪用軸受装置において、前記外方部材の
車体取付フランジのインナー側の端部が前記内方部材の端部よりも軸方向インナー側に突
出し、当該車体取付フランジのインナー側の端部内周に、前記シールのうちインナー側の
シールの嵌合面より大径の環状の凹所が形成され、この凹所と外部とを連通するように、
前記車体取付フランジとナックルの接合部にドレーン孔が形成され、このドレーン孔が路
面から最も近い側の周方向一箇所に配置されると共に、前記外方部材とナックルとの間に
形成される閉塞空間と外部とを連通する空気抜き孔が形成され、この空気抜き孔が路面か
ら最も遠い側に配置され、当該空気抜き孔と前記ドレーン孔が軸方向同じ位置に形成され
ているので、ドレーン孔から異物が閉塞空間に雨水やダスト等の異物が侵入するのを防止
すると共に、車体取付フランジとナックルとの接合部から異物が侵入しても、空気抜き孔
によって閉塞空間の内圧が常に大気圧となり、閉塞空間に異物が残留することなくドレー
ン孔から容易に排出することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　外周に懸架装置を構成するナックルに取り付けられる車体取付フランジを一体に有し、
内周に複列の外側転走面が一体に形成された外方部材と、一端部に車輪取付フランジを一
体に有し、外周に前記複列の外側転走面に対向する一方の内側転走面と、この内側転走面
から軸方向に延びる小径段部が形成されたハブ輪、およびこのハブ輪の小径段部に圧入さ
れ、外周に前記複列の外側転走面に対向する他方の内側転走面が形成された内輪からなる
内方部材と、この内方部材と前記外方部材の両転走面間に保持器を介して転動自在に収容
された複列の転動体と、前記外方部材と内方部材との間に形成される環状空間の開口部に
装着されたシールとを備え、前記小径段部の端部を径方向外方に塑性変形させて形成した
加締部により前記内輪が軸方向に固定されると共に、前記車体取付フランジとナックルと
が突き合わせ状態で、前記外方部材が当該ナックルにボルトを介して接合され、前記外方
部材のインナー側の開口部が前記ナックルによって閉塞された従動輪側の車輪用軸受装置
において、前記外方部材の車体取付フランジのインナー側の端部が前記内方部材の端部よ
りも軸方向インナー側に突出し、当該車体取付フランジのインナー側の端部内周に、前記
シールのうちインナー側のシールの嵌合面より大径の環状の凹所が形成され、この凹所と
外部とを連通するように、前記車体取付フランジの端部の路面から最も近い側の周方向一
箇所に径方向に貫通してドレーン孔が形成されると共に、前記車体取付フランジの端部の
路面から遠い側に径方向に貫通して空気抜き孔が形成され、この空気抜き孔が路面から最
も遠い側に配置され、当該空気抜き孔と前記ドレーン孔が軸方向同じ位置に形成され、そ
の孔径が前記ドレーン孔よりも小径に形成されている。
【実施例１】
【００２４】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基いて詳細に説明する。
　図１は、本発明に係る車輪用軸受装置の第１の実施形態を示す縦断面図、図２は、図１
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の要部拡大図である。なお、以下の説明では、車両に組み付けた状態で車両の外側寄りと
なる側をアウター側（図１の左側）、中央寄り側をインナー側（図１の右側）という。
【００２５】
　この車輪用軸受装置は従動輪側の第３世代と称され、内方部材１と外方部材１０、およ
び両部材１、１０間に転動自在に収容された複列の転動体（ボール）６、６とを備えてい
る。内方部材１は、ハブ輪２と、このハブ輪２に所定のシメシロを介して圧入された内輪
３とからなる。
【００２６】
　ハブ輪２は、アウター側の端部に車輪（図示せず）を取り付けるための車輪取付フラン
ジ４を一体に有し、この車輪取付フランジ４の円周等配位置に車輪を固定するためのハブ
ボルト５が植設されると共に、車輪取付フランジ４のハブボルト５間には円孔４ａが形成
されている。この円孔４ａによってハブ輪２の軽量化を図ることができる。また、ハブ輪
２の外周には一方（アウター側）の内側転走面２ａと、この内側転走面２ａから軸方向に
延びる小径段部２ｂが形成されている。そして、外周に他方（インナー側）の内側転走面
３ａが形成された内輪３がこの小径段部２ｂに圧入され、さらに、小径段部２ｂの端部を
径方向外方に塑性変形させて形成した加締部２ｃにより、所定の軸受予圧が付与された状
態で、ハブ輪２に対して内輪３が軸方向に固定されている。
【００２７】
　ハブ輪２は、Ｓ５３Ｃ等の炭素０．４０～０．８０重量％を含む中高炭素鋼（ＪＩＳ規
格のＳＣ系機械構造用炭素鋼）で形成され、アウター側の内側転走面２ａをはじめ、後述
するアウター側のシール８のシールランド部となる車輪取付フランジ４のインナー側の基
部４ｂから小径段部２ｂに亙って高周波焼入れによって表面硬さを５８～６４ＨＲＣの範
囲に硬化処理されている。なお、加締部２ｃは、鍛造後の素材表面硬さ２５ＨＲＣ以下の
未焼入れ部とされている。こうした硬化処理によりハブ輪２の強度が向上すると共に、シ
ールランド部となる基部４ｂの摩耗や内輪３の嵌合面となる小径段部２ｂのフレッティン
グ摩耗が抑制されて耐久性が向上する。また、加締部２ｃの加工性を向上させ、塑性変形
によるクラック等の発生を防止することができる。なお、内輪３および転動体６はＳＵＪ
２等からなる高炭素クロム鋼からなり、芯部まで５８～６４ＨＲＣの範囲に硬化処理され
ている。
【００２８】
　外方部材１０は、外周に車体（図示せず）に取り付けるための車体取付フランジ１０ｂ
を一体に有し、内周に複列の外側転走面１０ａ、１０ａが一体に形成されている。この外
方部材１０は、ハブ輪２と同様、Ｓ５３Ｃ等の炭素０．４０～０．８０重量％を含む中高
炭素鋼で形成され、複列の外側転走面１０ａ、１０ａが高周波焼入れによって表面硬さを
５８～６４ＨＲＣの範囲に硬化処理されている。そして、それぞれの転走面１０ａ、２ａ
と１０ａ、３ａ間に複列の転動体６、６が収容され、保持器７、７によりこれら複列の転
動体６、６が転動自在に保持されている。また、外方部材１０と内方部材１との間に形成
される環状空間の開口部にはシール８、９が装着され、軸受内部に封入された潤滑グリー
スの漏洩と、外部から雨水やダスト等が軸受内部に侵入するのを防止している。
【００２９】
　ここでは、ハブ輪２の外周に直接内側転走面２ａが形成された第３世代と呼称される車
輪用軸受装置を例示したが、本発明に係る車輪用軸受装置はこうした構造に限定されず、
例えば、図示はしないが、ハブ輪の小径段部に一対の内輪を圧入した、第２世代構造であ
っても良い。また、転動体６、６をボールとした複列アンギュラ玉軸受で構成された車輪
用軸受を例示したが、これに限らず転動体に円すいころを使用した複列円すいころ軸受で
構成されていても良い。
【００３０】
　ここで、外方部材１０の外周にナックル１１と嵌合するためのパイロット部が形成され
ておらず、ナックル１１に突き合わせ状態で、車体取付フランジ１０ｂがボルト（図示せ
ず）を介して接合されている。すなわち、外方部材１０のインナー側の開口部がナックル
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１１によって閉塞されている。
【００３１】
　本実施形態では、外方部材１０の車体取付フランジ１０ｂとナックル１１がドラムブレ
ーキを構成するバックプレート１２を介して接合されている。外方部材１０における車体
取付フランジ１０ｂの路面から最も近い側の周方向一箇所に、径方向に貫通してドレーン
孔１３が形成されると共に、路面から最も遠い側の周方向一箇所に、径方向に貫通して空
気抜き孔１４が形成され、外方部材１０とバックプレート１２との間に形成される閉塞空
間１５と外部とを連通させている。これにより、ドレーン孔１３から異物が閉塞空間１５
に雨水やダスト等の異物が侵入するのを防止すると共に、車体取付フランジ１０ｂとバッ
クプレート１２との接合部から異物が侵入しても、空気抜き孔１４によって閉塞空間１５
の内圧が常に大気圧となり、閉塞空間１５に異物が残留することなくドレーン孔１３から
容易に排出することができる。
【００３２】
　なお、空気抜き孔１４は、路面から最も遠い側の周方向一箇所に限らず、路面から遠い
側であれば複数箇所に設けても良い。さらに、この空気抜き孔１４は、ドレーン孔１３と
違って泥水等によって詰る可能性が低いため、その孔径はドレーン孔１３に比べ小径に、
可能な限り小さくするのが好ましい。これにより、この空気抜き孔１４から雨水やダスト
等の異物が内部に侵入するのを最小限に抑えることができる。
【００３３】
　さらに、本実施形態では、ナックル１１およびバックプレート１２の路面から最も遠い
側の周方向一箇所に、車輪の回転速度を検出するための回転速度センサ（図示せず）のセ
ンサ取付孔１６、１７が形成されている。このセンサ取付孔１６、１７と回転速度センサ
との嵌合部に空気が流通する程度の僅かな隙間を設けることにより、前述した空気抜き孔
１４と同様の効果を得ることができる。また、通常、このセンサ取付孔１６、１７にＯリ
ング等のシールリングを介して回転速度センサが装着されるが、例えば、このシールリン
グを廃止することによっても空気抜き孔１４と同様の効果を得ることができる。
【００３４】
　図２に拡大して示すように、外方部材１０における車体取付フランジ１０ｂのインナー
側の端部内周には環状の凹所１８が形成されている。そして、この凹所１８と外部とを連
通するようにドレーン孔１３が形成されている。これにより、外部から閉塞空間１５に侵
入した雨水やダスト等の異物は重力によって下方に流動し、シール９の近傍に残留するこ
となくこの凹所１８に滞留し、容易に、かつ速やかに外部に排出されるので、シール９の
密封性を高めることができる。なお、本実施形態では、バックプレート１２を介して外方
部材１０とナックル１１が接合された構造を例示したが、無論、外方部材１０とナックル
１１が直接接合された構造であっても良い。また、前述したドレーン孔１３および空気抜
き孔１４は、円孔で構成されたものを例示したが、必ずしも円孔である必要はなく、矩形
であってもまゆ形や長円形状であっても良い。
【実施例２】
【００３５】
　図３は、本発明に係る車輪用軸受装置の第２の実施形態を示す縦断面図、図４は、図３
のＩＶ－ＩＶ線から見た矢視図、図５は、図３の要部拡大図である。なお、この実施形態
は前述した実施形態と基本的にはドレーン孔の構成が異なるのみで、その他同一部品同一
部位あるいは同様の機能を有する部品や部位には同じ符号を付してその詳細な説明を省略
する。
【００３６】
　本実施形態では、図３に示すように、前述した第１の実施形態と同様、外方部材１９の
外周にナックル１１と嵌合するためのパイロット部が形成されておらず、ナックル１１に
突き合わせ状態で、車体取付フランジ１９ａがバックプレート２０を介してボルト（図示
せず）によってナックル１１に接合されている。
【００３７】
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　本実施形態では、図４に示すように、バックプレート２０に複数（ここでは４個）のボ
ルト孔２０ａとセンサ取付孔１６が形成されると共に、路面から最も近い側の周方向一箇
所にドレーン孔２１と、路面から最も遠い側の少なくとも周方向一箇所に、空気抜き孔２
２がそれぞれ形成されている。これらのドレーン孔２１と空気抜き孔２２は、外方部材１
９における車体取付フランジ１９ａの端面位置に形成され、孔径はその端面幅よりも大径
に形成されているので、外方部材１９とバックプレート２０との間に形成される閉塞空間
１５と外部とを連通することができる。これにより、図５に示すように、外部から閉塞空
間１５に侵入した雨水やダスト等の異物は重力によって下方に流動し、シール９の近傍に
残留することなくこの凹所１８に滞留し、容易に、かつ速やかに外部に排出される。さら
に、ドレーン孔２１と空気抜き孔２２が、バックプレート２０のプレス加工時に同時に形
成されているため、機械加工による追加工が不要となって低コスト化を図ることができる
。
【実施例３】
【００３８】
　図６は、本発明に係る車輪用軸受装置の第３の実施形態を示す縦断面図、図７は、図６
の要部拡大図、図８は、図７の変形例を示す要部拡大図、図９は、さらに他の変形例を示
す要部拡大図である。なお、この実施形態は前述した第２の実施形態と基本的にはナック
ルとドレーン孔の構成が異なるのみで、その他同一部品同一部位あるいは同様の機能を有
する部品や部位には同じ符号を付してその詳細な説明を省略する。
【００３９】
　本実施形態では、前述した第１の実施形態と同様、図６に示すように、外方部材１９の
外周にナックル２３と嵌合するためのパイロット部が形成されておらず、ナックル２３に
突き合わせ状態で、車体取付フランジ１９ａがバックプレート２４を介してボルト（図示
せず）によってナックル２３に接合されている。
【００４０】
　本実施形態では、ナックル２３の路面から最も近い側に通し孔２５が形成されると共に
、バックプレート２４の路面から最も近い側の周方向一箇所にドレーン孔２６が形成され
ている。このドレーン孔２６は、通し孔２５の路面側の縁部に偏って配置され、通し孔２
５よりも小径に形成されている。これにより、図７に示すように、外部から閉塞空間１５
に侵入した雨水やダスト等の異物が重力によって下方の凹所１８に流動し、ドレーン孔２
６から外部に排出される際、ドレーン孔２６の上方に空気通路が形成され、実質的に閉塞
空間１５と外部とを連通することができる。したがって、外部の大気圧の影響を受けず、
異物はこのドレーン孔２６から通し孔２５を介して外部に容易に排出されることができる
。
【００４１】
　ここで、インナー側のシール９が、図８に示すように、断面が略Ｌ字状をなして互いに
対向配置された環状のシール板２７とスリンガ２８とからなるパックシールで構成されて
いる場合、すなわち、シール板２７が、外方部材１９の端部内周に圧入される芯金２９と
、この芯金２９に一体に加硫接着され、サイドリップ３０ａと、このサイドリップ３０ａ
の内径側に二股状に形成されたグリースリップ３０ｂと中間リップ３０ｃとを有するシー
ル部材３０とからなると共に、スリンガ２８が、内輪３の外径に圧入される円筒部２８ａ
と、この円筒部２８ａから径方向外方に延びる立板部２８ｂとからなり、シール部材３０
のサイドリップ３０ａが立板部２８ｂに摺接され、グリースリップ３０ｂと中間リップ３
０ｃが円筒部２８ａに摺接されている。この場合、バックプレート３１のドレーン孔３２
の位置をサイドリップ３０ａの摺接位置よりも下方、すなわち路面側に配置することによ
り、雨水やダスト等の異物がシール９のラビリンス隙間３３より侵入したとしてもサイド
リップ３０ａの摺接位置までは到達せず、異物はこのドレーン孔３２を通して外部に排出
される。したがって、密封性を向上させると共に、シール９の耐久性を高めることができ
る。
【００４２】
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　また、図９に示すように、外方部材１９における車体取付フランジ１９ａのインナー側
の端部内周に環状の凹所１８が形成されている場合、バックプレート３１のドレーン孔３
２の位置をシール板２７の嵌合面よりも下方に配置することにより、雨水やダスト等の異
物がシール９のラビリンス隙間３３から侵入するのを防止することができ、異物はこのド
レーン孔３２を通して外部に排出される。したがって、密封性をさらに向上させると共に
、シール９の耐久性を一層高めることができる。
【００４３】
　以上、本発明の実施の形態について説明を行ったが、本発明はこうした実施の形態に何
等限定されるものではなく、あくまで例示であって、本発明の要旨を逸脱しない範囲内に
おいて、さらに種々なる形態で実施し得ることは勿論のことであり、本発明の範囲は、特
許請求の範囲の記載によって示され、さらに特許請求の範囲に記載の均等の意味、および
範囲内のすべての変更を含む。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
　本発明に係る車輪用軸受装置は従動輪側で、外方部材の外周にナックルと嵌合するため
のパイロット部が形成されておらず、ナックルに突き合わせ状態で、車体取付フランジが
ボルトを介して接合される内輪回転タイプの第２世代または第３世代構造の車輪用軸受装
置に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明に係る車輪用軸受装置の第１の実施形態を示す縦断面図である。
【図２】図１の要部拡大図である。
【図３】本発明に係る車輪用軸受装置の第２の実施形態を示す縦断面図である。
【図４】図３のＩＶ－ＩＶ線から見た矢視図である。
【図５】図３の要部拡大図である。
【図６】本発明に係る車輪用軸受装置の第３の実施形態を示す縦断面図である。
【図７】図６の要部拡大図である。
【図８】図７の変形例を示す要部拡大図である。
【図９】図７の他の変形例を示す要部拡大図である。
【図１０】従来の車輪用軸受装置を示す縦断面図である。
【符号の説明】
【００４６】
１・・・・・・・・・・・・内方部材
２・・・・・・・・・・・・ハブ輪
２ａ、３ａ・・・・・・・・内側転走面
２ｂ・・・・・・・・・・・小径段部
２ｃ・・・・・・・・・・・加締部
３・・・・・・・・・・・・内輪
４・・・・・・・・・・・・車輪取付フランジ
４ａ・・・・・・・・・・・円孔
４ｂ・・・・・・・・・・・車輪取付フランジのインナー側の基部
５・・・・・・・・・・・・ハブボルト
６・・・・・・・・・・・・転動体
７・・・・・・・・・・・・保持器
８・・・・・・・・・・・・アウター側のシール
９・・・・・・・・・・・・インナー側のシール
１０、１９・・・・・・・・外方部材
１０ａ・・・・・・・・・・外側転走面
１０ｂ、１９ａ・・・・・・車体取付フランジ
１１、２３・・・・・・・・ナックル
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１２、２０、２４、３１・・バックプレート
１３、２１、２６、３２・・ドレーン孔
１４、２２・・・・・・・・空気抜き孔
１５・・・・・・・・・・・閉塞空間
１６、１７・・・・・・・・センサ取付孔
１８・・・・・・・・・・・凹所
２０ａ・・・・・・・・・・ボルト孔
２５・・・・・・・・・・・通し孔
２７・・・・・・・・・・・シール板
２８・・・・・・・・・・・スリンガ
２８ａ・・・・・・・・・・円筒部
２８ｂ・・・・・・・・・・立板部
２９・・・・・・・・・・・芯金
３０・・・・・・・・・・・シール部材
３０ａ・・・・・・・・・・サイドリップ
３０ｂ・・・・・・・・・・グリースリップ
３０ｃ・・・・・・・・・・中間リップ
３３・・・・・・・・・・・ラビリンス隙間
５１・・・・・・・・・・・内方部材
５２・・・・・・・・・・・ハブ輪
５２ａ、５３ａ・・・・・・内側転走面
５２ｂ・・・・・・・・・・小径段部
５２ｃ・・・・・・・・・・加締部
５３・・・・・・・・・・・内輪
５４・・・・・・・・・・・車輪取付フランジ
５５・・・・・・・・・・・ハブボルト
５６・・・・・・・・・・・ボール
５７・・・・・・・・・・・保持器
５８、５９・・・・・・・・シール
６０・・・・・・・・・・・外方部材
６０ａ・・・・・・・・・・外側転走面
６０ｂ・・・・・・・・・・車体取付フランジ
６１・・・・・・・・・・・ナックル
６１ａ・・・・・・・・・・底部
６２・・・・・・・・・・・ドレーン孔
６３・・・・・・・・・・・閉塞空間
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